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国の要請による新たな給与削減交渉
自治労県職労は継続交渉を追及するも県労連として大綱妥結を確認

行（１）1・2級の削減率を緩和、一時金の10％削減を5％に圧縮、非常勤を対象から除外
県労連は5月30日、断続的に交渉を行いました。

最終交渉の中で、若年層や再任用・臨任職員の給与減額率については、一定の圧縮をかけ、3/4非常勤職員を対象から除外することができたものの、中堅層の減額幅の見直しが不十分なことから、自治労県職労は、県労連として継続交渉をすべきであると主張しました。

また、今回の削減に対する職員への誠意ある対応と今回のさらなる削減内容を来年3月に終了させることを知事から職員に示すよう要望し、県労連としての批准を確認しました。
なお、これまで県労連が強く要求してきた臨時的任用職員の課題については、しかるべき場で話し合っていくことを確認することができました。
最後に芹沢議長は、「今回の交渉の中では、内部で相当に厳しい意見があった。国の要請に基づいた給与減額の提案のあり方や水準は、到底容認できるものではないという考え方は変わっていない。交渉結果を受け止める県の責任者である知事は、国に対する姿勢を職員にわかるよう示していただきたい。」とし、31日 4時10分、大綱妥結しました。

＜妥結内容＞
【削減率】

〇月例給： 行政職(1) 1～2級／4％　

3級／6％

4～6級／7.77％  

7級以上／9.77％

再任用・臨時的任用職員／一律4％

〇対象給与：給料表月額、現給保障額、地域手当、時間外手当
〇管理職手当：10％

〇期末・勤勉手当：一律5％（2013／12月支給分）
〇退職手当：対象としない　

【実施期間】2013年7月～2014年3月
【対象職員】正規職員、再任用職員、臨時的任用職員


自治労県職労声明

　国の要請に基づく給与削減提案について、県労連は5月31日4時10分大綱妥結しました。

　県労連は、提案当初から最後まで、地方交付税削減を手段とした、地方公務員給与の削減の強制について、到底容認できないとする立場で交渉に臨んできました。

　一方、国会において地方交付税の減額法案が可決され、200億円といわれる歳入不足が現実化する中で、交渉は難航しました。

　当局が国並みの提案（月例給の５～10％削減、一時金の一律10％削減、臨任・非常勤・再任用職員も正規職員と同様の削減）を行う中で、県労連は職員の生活、仕事に対するモチベーションを守るために、２波に渡る総決起集会を行い、署名活動を展開し、当局に再考を迫ってきました。

　そして交渉を通じて、若年層の月例給の削減緩和、一時金の一律10％削減提案を５％に圧縮、臨任・再任用職員の月例給削減率を４％に圧縮、非常勤職員をすべての削減の対象から除外するなど一定の成果を上げることができました。
　この交渉結果を受けて、単組批准協議を行いましたが、自治労県職労としては、組合員層である行（１）４～６級の削減幅が7.77％と過大であること、再任用・臨任職員が削減の対象とされていることなどから、さらに交渉を継続する必要があり、現段階で単組批准はできないと判断して、県労連幹事団へ交渉の継続を要請しました。

　県労連幹事団で交渉継続について協議した結果、合意に至らなかったため、この間、県労連幹事団の一員として交渉を行ってきた責任において、自治労県職労出身幹事団の判断として、県労連としての大綱妥結を了承しました。

　大綱妥結了承にあたって自治労県職労は、今回の大幅な給与削減を受ける職員に対して、知事が誠意ある見解を明らかにするよう当局に求めることを強く要請し最終交渉において県労連議長が当局に強く申し入れを行いました。

　今回の妥結結果については、組合員層の月例給削減を圧縮できなかったことなど、組合としての力不足は、自治労県職労執行部として組合員のみなさんに率直にお詫びしなければなりません。

　一方で、これまで以上の組合員のみなさんの集会への参加や署名の集約が、若年層の月例給削減緩和や一時金削減の圧縮、非常勤職員を削減対象から除外するなどの成果を上げる力となったことも事実です。

　労働者は団結し、組合を強く大きくしていく以外に、その敵から身を守り、賃金・労働条件を改善することはできません。

　自治労県職労は、今回の交渉の反省点と成果をしっかり総括し、今後の活動へ繋げていきます。

　引き続き、組合への結集を要請します。

　2013年5月31日

　　自治労神奈川県職員労働組合中央執行委員会

給料表別の給料月額削減率

	給料表
	4％
	6％
	7.77％
	9.77％

	行政職（１）
	１、２
	３
	４～６
	７～

	海事職（１）
	１～３
	
	４～
	

	大学教育職
	１、２
	
	３
	４

	研究職
	１、２
	
	３～５
	６

	医療職（１）
	１
	
	２、３
	４

	医療職（２）
	１、２
	３
	４、５
	６

	医療職（３）
	１～３
	４
	５、６
	７

	福祉職
	１、２
	３
	４、５
	６

	特定任期付に適用される表
	
	
	１～３
	４～

	第1号任期付研究員
	
	
	１～４
	５、６

	第1号任期付研究員
	
	
	１～３
	


決着メモ
〇　平成25年7月1日から平成26年3月31日までの間、給与構造改革に伴う経過措置差額を含めた職員の給料月額については、行政職給料表（１）1級及び2級相当職にあっては100分の4、3級相当職にあっては100分の6、4級から6級相当職にあって100分の7.77、7級相当職以上にあっては100分の9.77に相当する額を減額する措置を講じる。なお、他の給料表の減額率については、別表のとおりとする。

〇　平成25年7月1日から平成26年3月31日までの間、再任用職員及び臨時的任用職員の給料額については、100分の4に相当する額を減ずる措置を講じる。

〇　平成25年7月1日から平成26年3月31日までの間、教務手当、農林漁業普及指導手当を除いた給料月額に連動する手当及び教職調整額については、減額後の給料月額により算出する。

〇　平成25年12月に支給する期末手当及び勤勉手当については、100分の5に相当する額を減ずる措置を講じる。

下線部分は当初提案の見直しがされたもの





【臨任・非常勤・再任用】


・臨任・再任用の月例給／一律4％


（期末・勤勉手当は5%削減）


・3/4非常勤の月例給、期末・勤勉手当／削減なし








【諸手当等への影響】


・現給保障


・地域手当


・時間外勤務手当


・教務手当


・農林漁業普及指導手当











【期末・勤勉手当】


一律5%





【月例給】


行政職(1) 1～2級／4％


3級／6％


4～6級／7.77％


7級以上／9.77％








＜最終回答＞








＜当初提案＞


＜当初提案＞








【臨任・非常勤・再任用】


・臨任・再任用の月例給／一律4％


・3/4非常勤の月例給／一律2％


・期末・勤勉手当／5%削減





【臨任・非常勤・再任用】


・臨任、3/4非常勤、再任用


月例給、期末・勤勉手当とも削減対象





除外





【諸手当等への影響】


・現給保障


・地域手当


・時間外勤務手当


・教務手当


・農林漁業普及指導手当








＜途中回答＞








【諸手当等への影響】


・現給保障


・地域手当


・時間外勤務手当


・教務手当


・農林漁業普及指導手当








【期末・勤勉手当】


一律5%








【期末・勤勉手当】


一律10%





【月例給】


行政職(1) 1～2級／4％


3～6級／8％


7級以上／10％








【月例給】


行政職(1) 1～2級／5％


3～6級／8％


7級以上／10％








除外








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































